
                                                                      2022 年 3 月 24 日 

－１－ 

 

「大阪府高齢者にやさしい地域づくり推進協定」の 
               締結について 

 京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、本日（２０２２年３月２４日（木））、大阪府と「大阪府高齢

者にやさしい地域づくり推進協定」を締結しましたのでお知らせいたします。 

本協定は、大阪府が民間企業等と連携し、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるこ

とができる地域づくりの実現を目指すものです。本協定の締結を通して、行方不明高齢者等の早

期発見・保護、高齢者の見守り、認知症に対する正しい知識の普及・啓発活動等による高齢者に

やさしい地域づくりの実現を推進します。 

当行は、今後も地域社会と連携・協力し、すべてのお客さまが安心・安全に金融サービスをご

利用いただける持続可能な社会の実現に努めてまいります。 

記 

１．協定の目的  

大阪府における急速な高齢化の進展やひとり暮らし高齢者世帯および認知症高齢者の増加等を

見据え、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域づくりを実現すること 

２．協定内容 

（１）認知症高齢者等見守りＳＯＳネットワーク※への参画 

   ※行方不明高齢者等の早期発見・保護を図るため、高齢者等が行方不明になったときに、所在する 

市町村からの通報を参画企業が受けて、可能な範囲で当該高齢者等を探索するもの 

（２）認知症に対する正しい知識の普及・啓発等 

（３）高齢者等の見守り・安否確認等 

（４）地域活動支援等 

３．締結日 

２０２２年３月２４日（木） 

                   以  上 

 

 

京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた企業活動を
行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践であるSDGs達成に向け、地域の
社会課題の解決に貢献してまいります。なお、関連するプレスリリースにその目標であるSDGsのアイ
コンを明示しております。 

【SDGs】2015年9月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての2030年までの世界
共通目標。17のゴールと169のターゲットで構成されている。 



 

－２－ 

＜ご 参 考＞ 

障がいのあるお客さま、ご高齢のお客さま等に配慮した当行の取り組みについて 

１ 
「視覚障がい者対応 

   ＡＴＭ」の設置 

ＡＴＭ付属のハンドセットから流れる音声ガイダンスに従い、ハンドセットに
あるテンキーを操作することにより、視覚に障がいのあるお客さまでもご利用
いただけるＡＴＭで、「入金」「出金」「残高照会」「通帳記入」等が可能。 

２ 「点字ブロック」の敷設 
視覚に障がいのあるお客さまを安全に誘導するための「点字ブロック」を店
舗入口や店舗内に敷設。 

３ 「行員代筆」の取扱 
入出金や振込等のお取引において、申込書等への自署、ご記入が困難な  
お客さまの場合、行員による代筆を実施。 

４ 「行員代読」の取扱 視覚等に障がいのあるお客さまに対して、行員による申込内容等の代読を実施。 

５ 
「京銀点字通知 

   サービス」の実施 
視覚に障がいのあるお客さまに対して、ご希望により「新規礼状」「残高通
知」「取引明細通知」「満期案内」を点字で作成し、通知するサービスを実施。 

６ 
窓口での振込手数料の 

引下げ 
ＡＴＭのご利用が困難なお客さまに対する窓口受付時の振込手数料を、ＡＴＭ
を利用した場合の手数料と同額に引き下げ。 

７ 
ホームページの 

「音声読み上げ機能」 
高齢者の方や視力の弱い方等にも快適にご利用いただけるようホームページ
の文字情報を音声で読み上げる「リードスピーカー」を設置。 

８ 「耳マーク表示板」の設置 筆談等でご用件を承ることを明示する「耳マーク表示板」を全店に設置。 

９ 「耳マークシール」の取扱 
窓口でのお呼び出しの際などにご不便をおかけしないよう、ご希望により 
通帳の見返し部に「耳マークシール」を貼付。 

１０ 「筆談ボード」の配備 
磁気または電子式のメモボードで、専用のペンで字を書けワンタッチで字を
消去できる「筆談ボード」を全店に配備。 

１１ 「COMUOON
コ ミ ュ ー ン

」の配備 
話し手の声を明瞭にすることでコミュニケーションを支援する卓上型 

聴こえ支援機器「COMUOON
コミューン

」を配備。 

１２ 「助聴器」の常備 耳元に当てると相手の声が大きく聞こえる機能を持つ「助聴器」を全店に常備。 

１３ 
「コミュニケーション 

ボード」の配備 

聴覚に障がいのあるお客さまや外国人のお客さまとの間で希望されるお取
引やお手続きについて、円滑に意思疎通を図るための「コミュニケーション
ボード」を全店に配備。 

１４ 「老眼鏡セット」の常備 度数の異なる３種類の老眼鏡を全店に常備。 

１５ 「杖ホルダー」の設置 
窓口で手続きをされる際に便利な「杖ホルダー」（カウンターで杖をかける 
器具）を全店に設置。 

１６ 優先駐車場の設置 

車椅子をご利用の方などに優先的に駐車していただける駐車場を設置。 
（「京都おもいやり駐車場利用証制度」「滋賀県車いす使用者等用駐車場利
用証制度」「奈良県おもいやり駐車場制度」「兵庫ゆずりあい駐車場制度」
「大阪府障がい者等用駐車区画利用証制度」に参画） 

１７ 
「成年後見制度取次 

   サービス」の実施 
成年後見制度に関する相談や利用を希望されるお客さまを、公益社団法人 成年後見
センター・リーガルサポートまたは京都弁護士会に取り次ぐサービスを実施。 

１８ 
「障がい者ご相談窓口の 

フリーダイヤル」の設置 
障がいのあるお客さまのご相談・お問い合わせ専用フリーダイヤルを設置。 

 


